
           

「球友」掲示板の設置について

後援会会員の皆様へ                         テニス部後援会事務局

３月中旬にお届けした「球音」は今年で６３号となりました。部内誌として、連綿として先輩、後輩また関

係の方々の絆と、テニス部の伝統を繋いできました。部の歴史が書き物として残され、記憶と記録が受け継が

れてきています。それだけでも素晴らしい事ではないでしょうか？さらに２００５年には元後援会長の松村さ

ん（大１３）、元事務局長の竹中さん（大１３）の発案で、「球友」の発行がスタートし、本年で１７号とな

ります。現役学生の活動報告が中心の「球音」とは別に、後援会活動の報告を主とする「球友」を発行する事

により、会員相互の交流を深め、活動の活性化を図りたいとの思いでした。

ただ「球音」、「球友」は年に一度の発行であり、タイムリーな行事連絡、交流情報の伝達には十分であり

ませんでした。そこで近年メールによる連絡以外に、ホームページの作成やその他の交信手段の活用を検討し

たのですが、いずれも一長一短で採用に至りませんでした。本来なら和歌山大学のホームページ上にこうした

場を設けたかったのですが直ぐには難しく、今回経済学部の同窓会である、柑芦会本部のご理解と、ご助力に

より、本部ホームページの中に、このような後援会員用の場を設けて頂きました。(但し、他学部、テニス部

以外の皆様も閲覧できるようになっています。）皆さんの交流の場、情報発信の場としてご活用下さい。投稿

の方法に付いては、トップページにも説明しておりますが、テニス部後援会のツールにふさわしい内容となり

ますようご配慮をお願いします。近況としてご報告頂いた内容を、事務局でアレンジして投稿することもあり

ます。

掲載内容は テニス部後援会の  ①会員同士の近況、慶弔、消息の連絡。                          

②会員による同期会、同好会の開催予定、報告、勧誘。                                                    

③後援会、クラブからの活動連絡、報告 など。         

「球音創刊号」と「球友」の現在まで。      

「球友別冊」「球音６０年の歩み」        

「出会いと回想－石川先生追悼」

テニス部による出版物。

                                                 

（「球友掲示板」の題字はテニス部 OB の井上純一さん（大２１）にお願いしました。）                                                                                                                                    
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